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連 結 注 記 表 

 

(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等） 

1. 連結の範囲に関する事項 

   連結子会社の数及び連結子会社の名称 

    連結子会社の数   ７社 

     株式会社エージーピー北海道 

     株式会社エージーピー開発 

     株式会社エージーピー中部 

     株式会社エージーピー関西 

     株式会社エージーピー九州 

     株式会社エージーピー沖縄 

     ドクターベジタブルジャパン株式会社 

    なお、ドクターベジタブルジャパン株式会社は平成30年２月22日付で清算・解散する方針を決議

し、清算手続き中であります。 

 

2. 持分法の適用に関する事項 

   持分法会社の数及び持分法会社の名称 

    持分法適用関連会社の数  １社 

     株式会社Ａリリーフ 

    なお、株式会社Ａリリーフについては、株式取得に伴い当連結会計年度より持分法の範囲に含め

ております。 

 

3. 会計方針に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

  ① 有価証券 

その他有価証券 

ａ 時価のあるもの… 連結決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は総平均法により算定) 

ｂ 時価のないもの… 総平均法による原価法 

  ② たな卸資産 

    評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

ａ 製品及び仕掛品… フードシステムソリューション事業に係る製品及び仕掛品は、先入先出法を採

用しております。 

その他事業に係る仕掛品は、主に個別法を採用しております。 

ｂ 貯蔵品…………… 主に移動平均法を採用しております。 

 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

  ① 有形固定資産（リース資産を除く） 

ａ 定額法……… 建物、関西国際空港・那覇空港・広島空港の構築物・機械装置、植物工場、 

平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物 

ｂ 定率法……… 上記以外の有形固定資産 

 
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

     建物及び構築物   3～38年 
     機械装置及び運搬具 2～17年 

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌

年から５年間で均等償却する方法を採用しております。 
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② 無形固定資産（リース資産を除く） 

     自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年) に基づく定額法を採

用しております。また、特許権については、８年の定額法を採用しております。 
③ リース資産 

     リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。 
  

(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

     債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

の特定の債権については回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

  ② 製品保証引当金 

     販売製品の将来の品質保証に伴う支出に備えるため、過去の実績に基づき、今後必要と見込ま

れる額を計上しております。 

 
(4) 重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

   繰延ヘッジを採用しております。但し、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務について

は振当処理を採用しております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

     ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。 

     ヘッジ手段 為替予約 

     ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務 

③ ヘッジ方針 

     社内規定に基づき、外貨建金銭債権債務の為替変動リスクを回避するため、キャッシュ・フロ

ーを円貨で固定することを目的に、必要に応じてヘッジすることとしております。 

④ ヘッジの有効性評価の方法 

振当処理によっている為替予約については、有効性の評価を省略しております。 

 

(5) その他連結計算書類の作成のための重要な事項 

① 完成工事高の計上基準 

進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

② 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度における見込額に基

づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を計上しております。 

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（14年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理し

ております。 

未認識数理計算上の差異は、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額

の退職給付に係る調整累計額に計上しております。 

③ 消費税等の会計処理 

税抜方式を採用しております。 
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(連結貸借対照表に関する注記） 

有形固定資産の減価償却累計額      16,593,252 千円 

 

(連結損益計算書に関する注記） 

 減損損失 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
     

場所 用途 種類 金額（千円） 
成田空港 動力供給設備 建設仮勘定 54,999 
千葉県山武郡 植物工場 建物・構築物・機械装置 137,643 
東京都千代田区 事務所 その他の無形固定資産等 17,018 

 
当社グループは、事業用資産については管理会計上の区分を基礎としてグルーピングを行っておりま

す。 
成田空港の一部動力供給設備について、当初の使用計画から乖離し、将来の使用見込みが著しく低下

したことから、該当資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失 54,999 千円とし

て特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は、使用価値により測定し、零と評価しておりま

す。 
植物工場について、営業活動から生じる損益が継続してマイナスであることから、該当資産の帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失 137,643 千円として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、建物 69,087 千円、構築物 21,826 千円、機械装置 46,729 千円であります。なお、回

収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを 5.0％で割り引いて算出してお

ります。 

 

(連結株主資本等変動計算書に関する注記） 

1. 当連結会計年度末日における発行済株式の総数  普通株式 13,950,000 株 

 

2. 剰余金の配当に関する事項 

 (1) 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

決議 
配当金の総額 

(千円) 

1株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 29 年 6 月 20 日 
定時株主総会 

167,376 12 平成29年3月31日 平成29年6月21日 

平成 29 年 10 月 30 日 
取締役会 

69,740 ５ 平成29年9月30日 平成29年12月8日 

 

(2) 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項 

決議 配当の原資 
配当金の 
総額(千円) 

1株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成 30 年 6 月 22 日 
定時株主総会 

利益剰余金 139,479  10 平成30年3月31日 平成30年6月25日 
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(金融商品に関する注記） 

1. 金融商品の状況に関する事項 

  当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、金融機関からの借入等により資金を

調達しております。 
  受取手形及び営業未収入金に係る顧客の信用リスクは、契約管理規則に沿ってリスク低減を図ってお

ります。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行

っています。 
  営業未払金は、全て１年以内の支払期日であります。借入金、リース債務は、主に設備投資に必要な

資金の調達を目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で７年９ヶ月後であります。 
 
2. 金融商品の時価等に関する事項 

  平成 30 年３月 31 日（当連結会計年度の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりであります。 
                                 (単位：千円) 

 
連結貸借対照表 

計上額(*) 
時価(*) 差額 

 (1) 現金及び預金 

 (2) 受取手形及び営業未収入金 

 (3) 投資有価証券 

     その他有価証券 

 (4) 営業未払金 

(5) 短期借入金 

 (6) 長期借入金 

 (7) リース債務 

  3,673,623  

  2,231,775  

     

203,358  

(752,913) 

(86,362) 

(820,985) 

(42,088) 

  3,673,623  

  2,231,775  

   

203,358  

(752,913) 

(86,362) 

(833,204) 

(42,283) 

－  

－  

 

－  

－  

－ 

12,218 

195 

  (*)負債に計上されているものについては、( ) で示しております。 

 
(注 1) 金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項 

(1) 現金及び預金並びに(2) 受取手形及び営業未収入金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

   (3) 投資有価証券 

これらの時価については、取引所の価格によっております。 

   (4) 営業未払金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

   (5) 短期借入金 

短期借入金については、短期間で決済され、変動金利を採用しているため、時価は帳簿価格にほぼ等しいこ

とから、当該帳簿価額によっております。 

  (6) 長期借入金及び(7) リース債務 

長期借入金及びリース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される

利率で割り引いて算定する方法によっております。 

 

(注 2) 非上場株式（連結貸借対照表計上額 98,594 千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積る

ことができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3) 投資有価証券 その他有価証券」には

含めておりません。 
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(注 3) 長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額 

                                 (単位：千円) 

区分 １年内 
１年超 
２年内 

２年超 
３年内 

３年超 
４年内 

４年超 
５年内 

５年超 

長期借入金 359,051 267,514 99,394 23,364 23,364 48,298 

リース債務 26,506 12,926 1,745 779 130 － 

合計 385,558 280,440 101,139 24,143 23,494 48,298 

 

(１株当たり情報に関する注記）                                                                                                                                                                                                                                                      

1. １株当たり純資産額 607円40銭 
2. １株当たり当期純利益 65円60銭 
 

(重要な後発事象に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

(その他の注記） 

 該当事項はありません。 
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個 別 注 記 表 
 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

1. 有価証券の評価基準及び評価方法 
 (1)子会社株式 
   総平均法による原価法を採用しております。 
  
(2)その他有価証券 
① 時価のあるもの… 決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は総平均法により算定) 
② 時価のないもの… 総平均法による原価法 

 
2. たな卸資産の評価基準及び評価方法 

   評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

① 製品及び仕掛品… フードシステムソリューション事業に係る製品及び仕掛品は、先入先出法を
採用しております。 
その他事業に係る仕掛品は、個別法を採用しております。 

② 貯蔵品…………… 移動平均法を採用しております。 

 
3. 固定資産の減価償却の方法 
 (1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

① 定額法……… 建物、関西国際空港・那覇空港・広島空港の構築物・機械装置、植物工場、 

平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物 

② 定率法……… 上記以外の有形固定資産 

 
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

     建物及び構築物   3～38年 
     機械装置及び運搬具 2～17年 

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌

年から５年間で均等償却する方法を採用しております。 
 

  (2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間 (５年) に基づく定額法を採用

しております。 

 

(3) リース資産 

     リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法を採用しております。 

 

4. 引当金の計上基準 

 (1) 貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

の特定の債権については回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

(2) 製品保証引当金 

販売製品の将来の品質保証に伴う支出に備えるため、過去の実績に基づき、今後必要と見込まれ

る額を計上しております。 

  

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき計上しております。 

数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務年数以内の一定の年数 (14年) による定額

法により翌事業年度から費用処理しております。 
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 5. ヘッジ会計の方法 

 (1) ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジを採用しております。但し、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については

振当処理を採用しております。 

  

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。 

     ヘッジ手段 為替予約 

ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務 

 

 (3) ヘッジ方針 

社内規定に基づき、外貨建金銭債権債務の為替変動リスクを回避するため、キャッシュ・フロー

を円貨で固定することを目的に、必要に応じてヘッジすることとしております。 

 

 (4) ヘッジの有効性評価の方法 

振当処理によっている為替予約については、有効性の評価を省略しております。 

 

6. 収益及び費用の計上基準 

   完成工事高の計上基準 

    進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積

りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 

7. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

    税抜方式を採用しております。 

 

(貸借対照表に関する注記） 
 
1. 有形固定資産の減価償却累計額        16,632,503 千円 

 

2. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

  関係会社に対する短期金銭債権 1,004,605 千円 

  関係会社に対する短期金銭債務 445,005 千円 

 

(損益計算書に関する注記） 

1. 関係会社との取引 

営業取引による取引   
 売上高 5,815,357 千円 

 仕入高 2,310,818 千円 

 販売費及び一般管理費 7 千円 

営業取引以外の取引 6,355 千円 
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 2.  減損損失 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 

場所 用途 種類 金額（千円） 
成田空港 動力供給設備 建設仮勘定 54,999 
千葉県山武郡 植物工場 建物・構築物・機械装置 137,643 

 
当社は、事業用資産については管理会計上の区分を基礎としてグルーピングを行っております。 
成田空港の一部動力供給設備について、当初の使用計画から乖離し、将来の使用見込みが著しく低下

したことから、該当資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失 54,999 千円とし

て特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は、使用価値により測定し、零と評価しておりま

す。 
植物工場について、営業活動から生じる損益が継続してマイナスであることから、該当資産の帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失137,643千円として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、建物69,087千円、構築物21,826千円、機械装置46,729千円であります。なお、回収

可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを5.0％で割り引いて算出しており

ます。 
 

(株主資本等変動計算書に関する注記） 

当事業年度末日における自己株式の数 普通株式    2,057株 

 

(税効果会計に関する注記） 

1.  繰延税金資産の発生の主な原因の内訳 

未 払 事 業 税 16,844 千円 

未 払 賞 与 74,376 千円 

退 職 給 付 引 当 金 253,641 千円 

製 品 保 証 引 当 金 3,105 千円 

減 価 償 却 超 過 額 1,246 千円 

減 損 損 失 67,760 千円 

未 払 社 会 保 険 料 11,231 千円 

子 会 社 整 理 損 49,125 千円 

そ の 他 35,146 千円 

繰 延 税 金 資 産 小 計 512,478 千円 

評 価 性 引 当 額 △28,872 千円 

繰 延 税 金 資 産 合 計 483,606 千円 

 

2.  繰延税金負債の発生の主な原因の内訳 

資産除去債務に対応する除去費用 △10,086 千円 

その他有価証券評価差額金 △29,985 千円 

繰 延 税 金 負 債 合 計 △40,072 千円 

繰 延 税 金 資 産 の 純 額 443,533 千円 

 

(その他の注記） 

該当事項はありません。 
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(関連当事者との取引に関する注記） 

1. 親会社及び法人主要株主等 

属性 
会社等 
の名称 

住所 
資本金又は 
出資金 
(千円) 

事業の内容

又は職業 

議決権等の 
所有(被所有) 

割合(％) 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 
(千円) 役員の 

兼任等 
事業上の 
関係 

その他 
の関係 
会社 

日本航空㈱ 東京都 
品川区 181,352,000 航空運輸 

所有 
直接   0.0 

被所有 
 直接 33.3 

－ 

航空機用動力

供給及び施

設・設備の保

守・整備 

動力事業収益 
整備事業収益 
付帯事業収益 

2,356,599 
1,429,951 

51,588 

営業未

収入金 
762,514 

(注) 1. 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

2. 取引条件及び取引条件の決定方針等 

(1) 航空機用動力供給については、APUのコストを勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。 

(2) 施設・設備の保守・整備については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。 

 

2. 子会社及び関連会社等 

属性 
会社等 
の名称 

住所 
資本金又は 
出資金 
(千円) 

事業の内容 
又は職業 

議決権等の 
所有(被所有) 

割合(％) 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 
(千円) 役員の 

兼任等 
事業上の 
関係 

 
子会社 

 

 
㈱エージーピー

開発 
 

千葉県 
成田市 

20,000 
動力事業 
整備事業 
付帯事業 

所有 
直接 100.0 

被所有 
直接    ― 

兼任 
4名 

当社事業の

請負 
動力・整備・

付帯事業委託 1,306,701 営業未

払金 
234,941 

その他 
の関係 
会社 

全日本空輸㈱ 東京都 
港区 25,000,000 航空運輸 

所有 
直接   ― 

被所有 
  間接 20.0 

－ 

航空機用動力

供給及び施

設・設備の保

守・整備 

動力事業収益 
整備事業収益 
付帯事業収益 

1,732,875 
1,589 

31,125 

営業未

収入金 
145,845 

(注) 1. 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

2. 取引条件及び取引条件の決定方針等 

(1) 委託業務については、空港内特殊設備等に対する技術力を勘案するとともに、地域性を考慮し、価格交渉

の上で決定しております。 

(2) 航空機用動力供給については、APUのコストを勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。 

(3) 施設・設備の保守・整備については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。 

3. 法人主要株主である全日本空輸(株)は持株会社であるANAホールディングス(株)の100％子会社であり、 

当社株式の所有名義はANAホールディングス(株)となっております。 

 

(１株当たり情報に関する注記） 

1. １株当たり純資産額                  575円82銭 
2. １株当たり当期純利益                41円89銭 

 

(重要な後発事象に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

(連結配当規制適用会社に関する注記） 

 該当事項はありません。 
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